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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月22日(2017.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化されたビデオデータ値の配列を復号化するビデオデータ復号化装置であって、
　逆量子化パラメータを各データ値に適用して対応の逆量子化されたデータ値を生成する
ことによって、前記符号化されたビデオデータ値の配列を逆量子化するように構成される
逆量子化部と、
　前記逆量子化されたデータ値に逆周波数変換を適用するように構成される逆周波数変換
部と、
　変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に適用可能であるか否
かを検出するように構成される検出部の回路と
を具備し、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に
適用可能ではないと検出した場合、前記検出部は、前記逆量子化部を制御し、前記符号化
されたビデオデータ値の配列内の各データ値の位置に応じて、前記符号化されたビデオデ
ータ値の配列のデータ値間で変化し得る逆量子化パラメータを適用させ、前記逆周波数変
換部を制御し、前記逆量子化されたデータ値に逆周波数変換を適用させ、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に
適用可能であることを検出し、かつ前記配列が４×４配列である場合、前記検出部は、前
記逆量子化部を制御し、符号化されたビデオデータ値の４×４配列に、前記配列内の各デ
ータ値の位置に依存した逆量子化パラメータを適用させ、前記逆周波数変換部を制御し、
前記逆量子化されたデータ値に逆周波数変換を適用させないようにさせ、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に
適用可能であることを検出し、かつ前記配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２
×３２配列のいずれか１つである場合、前記検出部は、前記逆量子化部を制御し、前記符
号化されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列毎に、
前記配列内の各データ値の位置から独立した逆量子化パラメータを適用させ、前記逆周波
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数変換部を制御し、前記逆量子化されたデータ値に逆周波数変換を適用させないようにす
る
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記逆量子化部は、スケーリングリスト内の各エントリに依存する逆量子化パラメータ
を使用するように構成され、
　前記スケーリングリスト内には、前記符号化されたビデオデータの配列位置毎に１つの
エントリが存在する
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記符号化されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配
列に対して、前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ
値の配列に適用可能であることを検出した場合、前記検出部は、前記逆量子化部による前
記スケーリングリストの使用を禁止するように動作可能である
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項４】
　請求項２に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記符号化されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配
列に対して、前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ
値の配列に適用可能であることを検出した場合、前記逆量子化部は、スケーリングリスト
値が全て同一である変換スキップモード用スケーリングリストを用いるように構成される
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項５】
　請求項２に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記逆量子化部は、前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデ
オデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列に適用可能であること
を検出した場合、前記スケーリングリスト値の代わりに単一のデータ値を代用するように
構成される
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項６】
　請求項４に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記スケーリングリスト値は１６の値を持つ
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項７】
　変換スキップモード及び任意選択的に非変換スキップモードで入力ビデオデータ値の配
列を符号化するビデオデータ符号化装置であって、
　前記入力ビデオデータ値に周波数変換を適用して周波数変換された入力ビデオデータ値
の配列を生成するように構成される周波数変換器と、
　周波数変換された各入力ビデオデータ値に量子化パラメータを適用して対応の量子化さ
れたデータ値を生成することによって、前記周波数変換された入力ビデオデータ値を量子
化するように構成される量子化部と、
　前記変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能ではない場合、前
記周波数変換器を制御し、前記周波数変換を適用させ、前記量子化部を制御し、前記配列
内の周波数変換された各入力ビデオデータ値の位置に応じて前記周波数変換された入力ビ
デオデータ値の配列内のデータ値間で変化し得る量子化パラメータを適用させ、
　前記変換スキップモードが前記入力されたビデオデータ値の配列に適用可能であり、か
つ前記配列が４×４配列である場合、前記周波数変換器を制御し、前記周波数変換を適用
させないようにし、前記量子化部を制御し、入力ビデオデータ値の４×４配列に、前記配
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列内の各入力ビデオデータ値の位置に依存する量子化パラメータを適用することによって
、前記入力ビデオデータ値を量子化させ、
　前記変換スキップモードが前記入力されたビデオデータ値の配列に適用可能であり、か
つ前記配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２×３２配列のいずれか１つである
場合、前記周波数変換器を制御し、前記周波数変換を適用させないようにし、前記量子化
部を制御し、入力ビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列
毎に、前記配列内の各入力ビデオデータ値の位置から独立した量子化パラメータを適用す
ることによって、前記入力ビデオデータ値を量子化させる制御部の回路と
を具備する
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能であるか否かを検出す
るように構成される検出部
をさらに具備する
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項９】
　請求項７に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記入力されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列
に対して、前記量子化部は、スケーリングリスト内の各エントリに依存する量子化パラメ
ータを使用するように構成され、
　前記スケーリングリスト内には、量子化される前記データの配列位置毎に１つのエント
リが存在する
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記入力されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列
に対して、前記検出部は、前記変換スキップモードが、前記入力ビデオデータ値の配列に
適用可能であることを検出した場合、前記検出部は、前記量子化部による前記スケーリン
グリストの使用を禁止するように動作可能である
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１１】
　請求項９に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能
であることを検出した場合、前記量子化部は、スケーリングリスト値が全て同一である変
換スキップモード用スケーリングリストを用いるように構成される
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記変換スキップモード用スケーリングリストは、前記入力ビデオデータの１つ又は複
数の符号化パラメータに応じて、２つ以上の異なる変換スキップモード用スケーリングリ
ストのセットから選択される
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記符号化装置は、前記変換スキップモードが選択されなかった場合、当該入力ビデオ
データ値の配列に適用可能とされる前記スケーリングリストの１つ又は複数の値から前記
変換スキップモード用スケーリングリスト値を導出するように動作可能である
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１４】
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　請求項９に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能で
あることを検出した場合、前記量子化部は、前記スケーリングリスト値の代わりに単一の
データ値を代用するように構成される
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記符号化装置は、前記変換スキップモードが選択されなかった場合、当該入力ビデオ
データ値の配列に適用可能とされる前記スケーリングリストの１つ又は複数の値から前記
単一のデータ値を導出するように動作可能である
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１６】
　請求項１１に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記スケーリングリスト値は１６の値を持つ
　ビデオデータ符号化装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載のビデオデータ復号化装置を具備する装置であって、ビデオデータキャ
プチャ装置、送信装置、表示装置、及び記憶装置のうち少なくとも１つの機能を有する装
置。
【請求項１８】
　符号化されたビデオデータ値の配列を復号化するビデオデータ復号化方法であって、
　変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に適用可能であるか否
かを検出し、
　前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に適用可能ではな
いと検出された場合、前記配列内の各データ値の位置に応じて、前記符号化されたビデオ
データ値の配列のデータ値間で変化し得る逆量子化パラメータを適用することによって、
前記符号化されたビデオデータ値の配列を逆量子化し、前記逆量子化されたデータ値に逆
周波数変換を適用し、
　前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に適用可能である
と検出され、かつ前記配列が４×４配列である場合、前記符号化されたビデオデータ値の
４×４配列に前記配列内の各データ値の位置に依存した逆量子化パラメータを適用するこ
とによって、前記符号化されたビデオデータ値の配列を逆量子化し、前記逆量子化された
データ値に逆周波数変換を適用せず、
　前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に適用可能である
と検出され、かつ前記配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２×３２配列のいず
れか１つである場合、前記符号化されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、
または３２×３２配列毎に、前記配列内の各データ値の位置から独立した逆量子化パラメ
ータを適用することによって、前記符号化されたビデオデータ値の配列を逆量子化し、前
記逆量子化されたデータ値に逆周波数変換を適用しない
　ビデオデータ復号化方法。
【請求項１９】
　入力ビデオデータ値の配列を符号化するビデオデータ符号化方法であって、
　変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能ではない場合、前記入
力ビデオデータを周波数変換し、前記配列内の周波数変換された各入力ビデオデータ値の
位置に応じて前記周波数変換された入力ビデオデータ値の配列内のデータ値間で変化し得
る量子化パラメータを適用することによって、周波数変換された入力ビデオデータ値の結
果として得られる配列を量子化し、
　前記変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能であり、かつ前記
配列が４×４配列である場合、入力ビデオデータ値の配列毎に、前記配列内の各入力ビデ
オデータ値の位置から独立した量子化パラメータを適用することによって、前記入力ビデ
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オデータ値を量子化し、
　前記変換スキップモードが前記入力ビデオデータ値の配列に適用可能であり、かつ前記
配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２×３２配列のいずれか１つである場合、
入力ビデオデータ値の配列毎に、前記配列内の各入力ビデオデータ値の位置から独立した
量子化パラメータを適用することによって、前記入力ビデオデータ値を量子化する
　ビデオデータ符号化方法。
【請求項２０】
　コンピュータに、請求項１８に記載のビデオデータ復号化方法の各ステップを実行させ
るプログラムが記録されたコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２１】
　コンピュータに、請求項１９に記載のビデオデータ符号化方法の各ステップを実行させ
るプログラムが記録されたコンピュータ可読記録媒体。
【請求項２２】
　請求項１に記載のビデオデータ復号化装置であって、
　前記検出部が、前記変換スキップモードが、前記符号化されたビデオデータ値の配列に
適用可能であることを検出し、かつ前記配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２
×３２配列のいずれか１つである場合、前記検出部は、前記逆量子化部を制御し、前記符
号化されたビデオデータ値の８×８配列、１６×１６配列、または３２×３２配列毎に、
前記配列内の各データ値の位置から独立した逆量子化パラメータのみを適用させる
　ビデオデータ復号化装置。
【請求項２３】
　請求項７に記載のビデオデータ符号化装置であって、
　前記変換スキップモードが前記入力されたビデオデータ値の配列に適用可能であり、か
つ前記配列が８×８配列、１６×１６配列、および３２×３２配列のいずれか１つである
場合、前記制御部が前記量子化部を制御し、入力ビデオデータ値の８×８配列、１６×１
６配列、または３２×３２配列毎に、前記配列内の各入力ビデオデータ値の位置から独立
した量子化パラメータのみを適用する
　ビデオデータ符号化装置。
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